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１．はじめに
　本年５月に小学校６年生を対象にした分数×分数
の授業を参観した。授業者は算数教育に関して見識
も豊かで，この種の公開授業など経験豊富な方であ
る。児童も常日頃からそのように取り組んでいるこ
とが想像できるように，大変意欲的に活動してい
た。まずは，この授業の概要を示したい。
目標：①計算の仕方を考えだすこと。
②数のしくみや計算のきまりを活用すること。
導入の問題：
（A）１mの長さが 4５ kgの棒があります。
この棒□mの重さは何㎏でしょう。
（B） １dLで 4５㎡の板を塗ることができるぺンキがあり
ます。このペンキ□dLで板を何㎡塗ることができ
ますか。
導入の問題に（A），（B）２つを用意したのは，
演算決定及び立式の根拠として（A）からは数直線，
（B）からは面積図を表現させ，両方を活用して本
時の目標を達成することを意図したものである。
授業の流れとしては，□に２，３，２３をこの順にあ
てはめさせ，演算決定及び立式の根拠を明確にした
上で求める式を確定させ，計算の仕方を考えさせる
というものであった。□に２３をあてはめて立てたと
きの授業者の反応予想は次の３つであった。
⑴
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計算のきまり
　児童の実際の反応で，授業者が取り上げたのは以
下の４つであった。その概略を記す。
授業者はA～ Dの順にそれぞれ発案した児童に
説明させた。この４つ以外に児童がどのような反応
を呈していたのかということは，参観者として机間
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分数の乗法の指導は，分数を単位分数のいくつ分とみる分割分数や操作分数の見方を軸にして育てるこ
と，及び面積図を活用して計算の仕方を考えさせることの２点を取り入れて改善を図る必要がある。これら
のことは，「小学校学習指導要領解説算数編」では強調されていないが，現行の各社の教科書を分析してみ
ると明らかになる。たとえば，小学校５年生での分数×整数及び分数÷整数の学習では，単位分数のいくつ
分の見方を活用して計算の仕方を考えさせている。にもかかわらず，筆者は，上記のことを勘案していない
と思われる実践に出くわすこともままある。そこで，単位分数のいくつ分の見方を活用して計算の仕方を考
えさせる実践の必要性を再認識し，そのことをかなえるため，本導入に用いる課題および授業の中心になる
課題という２つの課題を設定する授業構成も提言した。
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巡視ができなかったので不明である。これらの反応
をどう読み取るのかは重要な問題であるが，本稿の
ねらいからそれるので，ここでは言及しないものと
する。なお，Ｃ児はＢ児が途中で考えが進まず，や
むを得ず断念したものを引き継いだものであったこ
とを付言しておきたい。
　これらの反応は，すべて計算の仕方につながる貴
重なものである。たとえば，Ｂ児の反応などは，Ｃ
児のように１ｍを３等分して２つ分を求めるのか，
D児のように２ｍ分を求めてそれを３等分するかの
どちらにも発展する可能性があると読み取ることが
でき，極めて興味深い。また，Ａ児の反応などは独
創性があり，かつ割合の本質をついた価値のあるも
のと考えられる。しかし，同時に，一般性があるか
否かという観点からすると問題があり，授業者がＡ
児のような反応を冒頭に取り上げることの適否は，
十分に議論されなければならない。
なお，（A）,（B）２つの課題を設定したことの是
非については，本研究のねらいからはずれるので，
ここでは言及しないものとする。
２．本研究の動機
A～ Dの反応は厳密にいえば授業者の予想した
範疇にはなく，授業者の予想した３つの反応は，授
業では実現されていない。授業者は経験が豊富で，
本教材に対しても教材研究や児童の実態把握が十分
になされていると思われるが，なぜこうした状況が
生まれたのだろう。この疑問が，本研究の主たる動
機になっている。本研究の動機としてはこの他，２
点をあげたい。１点目はこの授業に限らず，×分数
（本稿では，乗数が分数の乗法の意）に関して，「学
習指導要領解説算数編」（以下，「解説」）と教科書
の記述とのずれを指摘したい。「解説」では，「分数
の乗法や除法の計算の仕方は，計算の性質『乗数が
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図５　
４
５×
１
３の仕方を説明する面積図
図３　Ｃ児の反応
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２倍，３倍，４倍……になると積も２倍，３倍，４
倍……になる』を用いて，既習の乗法や除法に直し
て考えることができる」とされているが，調査した
３社のうち２社の教科書の記述は，以下に示すよう
に単位分数のいくつ分を軸にして展開されている。
　他社本の中には，「解説」にある考え方に基づく
記述もみられるが，それらは第二義的なものに過ぎ
ない。２点目は分数×分数の授業についての研究が
活発になされていない状況にあって，ここで取り上
げた授業の問題点の考察に資する先行研究を見出す
ことができたことがあげられる。たとえば，図４の
ような面積図及び，数直線の図の使い方に関する
先行研究からの示唆である。これに関しては，「４　
分数の意味について」及び「５　数直線，面積図の
活用」において詳述することとしたい。
３．研究のねらい
　１で述べた授業についての概要及び，２で示した
動機に基づき，本研究は以下の４つのことを明らか
にすることをねらいとする。
⑴　分数×分数の計算の仕方を考えるとき，分数
の意味をどのように理解すればよいかを，特
に，単位分数の働きに着目して明らかにする。
⑵　分数×分数の計算の仕方を考えるとき，道具
として面積図をどのように活用するのかという
ことを明らかにする。
⑶　分数×分数の計算の仕方を考えるとき，÷３
×２などの既習事項とどのように関連させれば
よいかということを明らかにする。その際，比
例の考えを，立式のみならず，計算の仕方と関
連付けて用いることができるかどうかを検討す
る。
⑷　上記の⑴～⑶を明らかにしたうえで，この授
業を，児童が取り組む課題の設定の仕方を柱に
して再構成する。
４．分数の意味について
　
　4. 1　分割分数を柱にした分数の理解
　「解説」において，分数には分割分数（操作分数），
量分数，割合分数，商分数など便宜的ではあるが，
５つほど例示されている。分割分数（操作分数）の
例が２つ示されているので，実質的に，分数には４
つの意味があることになる。しかし，杉山（2008）
によると「分数の意味は？と言えば，２つです。１
つは，１を何等分かしたもののいくつ分を表すもの
です。先程の分類でいえば分割分数のことです。
　これを明治時代は『分数の第一の意義』「分数の第
一義』と言いました。…（中略）…もう一つは，商
分数と言われているものと同じです。整数を整数で
わった商のことで，明治時代には『分数の第二の意
義』『分数の第二義』と言いました。…（中略）…
『分数とは何ですか』と問われればこの２つでしょ
う。量を表すとか，割合を表すというのは，分数の
意味ではありません。」と述べている。この授業で
も，割合分数とみていた２３を，
１
３という単位分数
の二つ分とみるとしたら，２３は単位分数
１
３を基にし
た分割分数とらえることもできる。２３ dLというと
きの量分数２３も同様である。「解説」でも便宜的に
分けているという立場をとっているので，このよう
に，４つのうちの一つを軸にして他を関連させて位
置付け，整理して理解させる必要がある。
　4. 2　本実践における分数の意味
　この授業では，問題（A），（B）に対して，４５×
２
３と立式し，計算の意味を理解させ，計算の方法を
考えさせることが主眼である。その際，当初，２３は
２
３ dL等から生まれた量分数
２
３を表しているが，⑴
で述べたように１dLを３等分した２つ分の大きさ
を表す分割分数としてとらえることもできる。さら
に，それを，数直線を使って表現すと，１dLを基
にしたときそれに対する割合を表している割合分数
とも考えることもできる。このように，量分数から
分割分数を経て，割合分数への変換をすると，乗法
の意味を理解し，その計算の仕方を考える契機を得
ることができる。
　このように，４つの分数を個々別々にみるのでは
なく，たとえば，分割分数を軸にして互いに関連付
けることが必要かつ重要である。それが３年生で学
んだ「分数の表し方と意味」を発展的にとらえるこ
とであり，分数の乗法の計算の仕方を考える学習の
意義であるといえる。
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５．数直線，面積図の活用
　5. 1　数直線と面積図
　題意をとらえ，４５×
２
３と立式し，式の意味を理解
することに関して，斉藤（1994）は「分数の乗法に
おいても，数直線と結び付けて理解させることが望
ましいといえよう」と述べ，数直線の活用を強調し
ている。しかし，斉藤は同じ論文の中で「数直線を
用いた児童は計算方法を考える際も演算決定の際も
少なかった。…（中略）…今後は指導者が意識的に
演算決定で用いる数直線を計算方法を考える際に役
立てるようにしたい」と述べ，数直線と他の道具を
組み合わせて計算の仕方を見いだすことは困難であ
ることを示唆している。このことは，５年生で分数
×整数，分数÷整数の計算の仕方を導くときの教科
書の記述によっても裏づけることができる。
　この社に限らず，計算の仕方を考えるとき，数直
線を主たる道具としている教科書はない。ここでみ
るように，面積図を活用していることに注目する必
要がある。
　5. 2　面積図の活用
　面積図が使われるのはこの単元が初めてではな
い。既に５年生で分数×整数，分数÷整数の計算の
仕方を導く学習でも，面積図が活用されている。し
かし，ここで用いられる面積図はすでに構造化され
たものであり，斉藤（1994）の研究によると「面積
図を児童が独力で活用するのは容易ではない。」と
いうことが明らかにされている。そこで，面積図に
ついて，まずは構造化される前の段階でどのように
読み取ればよいのかということについて考えたうえ
で，どのように構造化することが適切であるかとい
うことを理解させる指導が必要となる。
　5. 3　面積図に関する指導の手順
　問題（A）,（B）を基に，４５×
２
３と立式し，式の
意味を理解するときの数直線，面積図は以下の通り
である。
　図８は４５×
１
３を表している。
　（A）は面積図にしやすいことから設定された問
題である。図８は実際に教科書でも使われている図
である。しかし，斉藤（1994）が ｢計算方法を見出
すための『面積図』の活用において『÷整数』また
は『×分数』では「縦に区切って考える方法」に自
ら気づくことは困難である｣ と指摘しているよう
に，「面積図」を縦に区切る方法は教師が与えない
と出てこない方法である。このように児童が自ら縦
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図６　Ａ社の分数×整数の記述
図７　Ａ社の分数÷整数の記述
図８　面積図
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に等分することは想定しにくいし，図８をみても児
童はその意味するところを汲み取ることは容易では
ない。縦，横の長さが与えられていないとか，図の
上部の空白の部分を等分する必要性など理解が困難
な要因が多々ある。そこで，こうした構造的化され
た図の意味を理解するために，段階的な指導が必要
であるということが示唆される。
　5. 4　手続き的な図の必要性
　安田（2012）は面積図のより基本的な使い方の必
要性を主張している。４５㎡を３等分するとき，児童
は通常，横に等分することが多く，筆者はそのこと
を勘案して，横の３等分から縦の３等分につなげる
ことを重視した指導を取り入れることを提案したい。
　４
５㎡を３等分するとき，
１
５㎡を３等分することを
基にすることを示しているのが図９である。このと
き単位となる１15㎡を４つ集めた
４
15㎡を，児童に図示
させると，いろいろな図をかくことが予想され，必
ずしも下に４つ集める図をかくとは限らないのであ
る。４15㎡の２つ分を合わせることを示すのが図10
で，さらに図11はその和であることを理解すること
ができて，はじめて８15が意味をもつ。このような関
係性を読み取らせることがここでの主眼である。
　和田（2013）は「液量図や面積図は，はじめは手
続き図であったため，関係性を読み取ることができ
なかった。…（中略）…しかし，それらが構造図に
変容することによって…（中略）…代数的推論とし
て機能いたのである」と述べている。ここで，代数
的推論とは，和田の同論文によれば「操作的表現や
図的表現を根拠とした演繹的説明」と規定されてい
る。この立場に立てば，構造図を持ち出して分数の
乗法の仕方の演繹的説明をする前提として，面積図
を手続き的な図としてとらえさせる段階が必要であ
ることが示唆される。
　和田の主張から，手続き的な図の意味を理解させ
るための指導としては，次のような展開が考えられ
る。図10のように，まず４15を表す二つの横方向に等
分した面積図をかかせ，次に，その２つ分を合わせ
た図をかかせる。そして，図11のように，８15を表す
面積図をかかせる。このときの分子の個数を数えて
確認するときの煩雑さを避けるにはどうすればよい
かという課題を明確にしておいて，縦方向に分ける
という手立てを児童自ら見つけさせることが肝要
で，そうした活動を通して，面積図を構造的にみる
よさが見えてくるというのが，筆者の主張である。
　このことを和田（2013）は以下のように意味づけ
ている。「児童たちにとっては計算方法の結果の方
が先に理解しやすく，その後に計算方法の過程を正
当化する方が自然であるともいえる。つまり，計算
方法の結果を構造図に変容させた面積図で，すなわ
図９　
４
５㎡を３等分することを示す図
図10　
４
15の二つ分を示す面積図
図11　
８
15の面積図
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ち具体に基づく代数的推論で理解し，その後に計算
方法の過程を同様の具体に基づくもので理解し，そ
れをふまえた上で抽象に基づくもので理解する，と
いう流れである。」
６．乗法の仕方を考えさせる指導
　6. 1　教科書分析の結果から
　現行教科書の×分数の計算の仕方に関する記述を
みると，主流になっているのは単位分数×（長方形
の個数）である。この考え方は，既習の分数×整
数，分数÷整数，整数×小数，整数÷小数などの計
算の仕方を考えるときの主軸になるものである。こ
の重要性を第一に考慮しなければならない。つま
り，単位分数にどのように着目させるかが重大な課
題となる。斉藤（1994）も「『×単位分数，÷単位
分数』は計算方法の見出しが容易であること，次の
一般分数の乗除の計算方法へつなげる手立てである
ことなどを考慮し，この扱いに留意する必要があろ
う」と述べ，単位分数の重要性に着目している。
　6. 2　×分数と既習事項
　単位分数に着目させるために，まず，４５×
１
３を
４
５
÷３ととらえ，次に４５×
２
３を
４
５÷３×２ととらえる
ことができるように導くことがここでの主眼であ
る。分割分数や割合分数と関連付けた量分数の意味
の理解が必要不可欠なのは，このことへの方策で
あった。
　しかし，４５×
１
３を
４
５÷３ととらえることは本当に
可能であるのか。÷３はこの場合，等分除という性
格を帯びた除法であるが，１３を乗ずることを３で除
することに変換することは既習事項として活用でき
るように整えられているのだろうか。教科書を分析
すると，そのような対応は十分にはなされていると
はいえない。問題の考察に，面積図を活用せざるを
えないということは，このことが既習事項として活
用できる状況ではないということへの証左といえる
のではあるまいか。同時にこのことは，比例の考え
などが必要となることを物語っている。
　6. 3　比例の考えの活用
　6.2で述べた４５×
２
３を
４
５÷３×２ととらえさせる
ためには，ペンキを塗る面積がペンキのかさに比例
することが前提となっているということを理解させ
る必要がある。この比例関係は，乗法の式の意味を
理解するためにも，また，計算の仕方を考えるため
にも必要である。したがって，計算の仕方を考える
ときに４５÷３×２の部分を強調して取り上げ，ペン
キのかさが２倍になると，面積も２倍になり，ま
た，ペンキのかさが１３になると，面積も
１
３になると
いうことを押さえておく必要がある。かつ，ペンキ
を一様に塗るということも数理的に考察，処理する
ために必要な仮定である。（ただし，このことは，
どの教科書にも記述されていない。）
　上述のことに関連して，２３ dLの
２
３をまず量分数
として理解し，次にそれを，「１dLを３等分したも
のの２つ分の大きさを表す」という分割分数として
とらえ直し，さらに４５㎡を１とするときの
２
３の割合
を表すという割合分数として把握させるための指導
が必要となる。
　6. 4　乗数を整数にすること
　「解説」では×分数の計算の仕方として，「分数の
乗法の計算の仕方は，計算の性質を用いて既習の乗
法に直して考えることができる」と述べている。こ
こでは，単位分数のいくつ分で考えることはふれら
れていない。乗数を整数に直すことの教育的な意義
については論ずるまでもない。しかし，教科書の実
際の記述をみると，このことは副次的な扱いとなっ
ている。首尾一貫して軸になっているのは単位分数
×（長方形の個数）であった。主従を明確にした扱
いが必要である。この授業でも授業者は，乗数を整
数にすることを児童の反応として予想していた。
　このことは尊重されなければならないが，そうし
た予想が実現されるためには，それまでの指導の積
み重ねが不可決である。この授業では，予想した反
応を呈した児童がいなかったといえるが，このこと
は，乗数を整数に直すことが，児童にとっていかに
困難であるかということを雄弁に物語っているとい
えまいか。
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７．授業構想
7. 1　扱う教材について
本研究は面積図の使い方に焦点をあてているの
で，導入の問題は，（B）をそのまま提示すること
が適切であるとする。分数の意味の理解，面積図の
活用の仕方および乗法の仕方を考えさせる指導の３
点についてこれまで考察してきたことを踏まえ，授
業を構想する柱を明らかにしたい。
① 分数の意味の理解
分割分数を軸にして，分割分数とたとえば割合分
数を関連付けるというようなことが必要かつ重要で
ある。さらに，×分数の学習では，単位分数がいく
つあるかという分数の見方を一層明確にしていくこ
とが，必要かつ有効である。
② 面積図の活用の仕方
×分数の学習では，面積図を構造的にとらえさせ
る指導が必要である。そのために，初めから構造化
された図を与えても意味を理解することができない
ので，面積図を手続き的な図としてとらえさせると
いうような段階的な指導が必要である。面積を縦に
等分する線を引く必要性が，×分数の意味を理解す
ることに深く関わっているということを認識したい。
③ 乗法の仕方を考えさせる指導
単位分数の幾つ分という見方を軸にした指導を構
想する。そのために，まず，４５×
１
３を
４
５÷３ととら
え，次に４５×
２
３を
４
５÷３×２ととらえることができ
るように導くことがここでの主眼となる。先に述べ
た面積図や分数の意味の理解と十分に関連付けるこ
とが肝要である。
7. 2　課題の二段階提示による授業
ここでは，課題の明確化という視点から述べるこ
ととする。筆者が参観した授業では，「４５×
２
３はど
のように計算すればよいか」というのが導入の課題
であった。本来，導入の課題というのは，導入だけ
に留まらず，その授業がそれを中心に展開されると
いう，いわば授業の流れをつくる課題，授業の中心
になる課題である。しかし，配布された学習指導案
にみられる授業の流れから判断すると本時の中心に
なる課題は「４５×
２
３＝
４×２
５×３を示すこと」ととらえ
られる。そこで，この授業を課題の明確化という立
場から次のような二部構成にするということが必要
となる。このことは，×分数の計算の意味と計算の
仕方の関連について伊藤（2014）は「意味（演算決
定）」は具体的な事象の世界において生起した数量
関係についての解釈である。これに対して，そこで
必要とされる数や式を用いた「計算方法」は，抽象
化された記号の世界における表現・処理の操作であ
る。もちろん，この両者には一定の可逆性がある。」
と述べている。この論を踏まえれば，割合分数を分
割分数とつなげ，等分除の除法と関連付けて，これ
を活用する計算の仕方と結びつけることが示唆され
る。
【前半：導入及び展開の前段】
　第一の課題（導入で用いる課題） 「４５×
２
３はどの
ように計算すればよいか」を設定し，計算の仕方を
見出す過程。前半の概要を表１に示すこととする。
【後半：展開の後段及び終末】
　第二の課題（授業の中心になる課題）「 ４５×
２
３＝
４×２
５×３を示すこと」を設定し，計算の仕方を正当化
する過程。後半の概要を表２に示すこととする。
7. 3　7. 2に基づく授業改善案
表１　授業の前半の展開
課題 導入で用いる課題（第一の課題）
ねらい 計算の仕方を推測する
図 数直線の図，手続き的面積図
分数 量分数，分割分数
計算の仕方
×２３ならば，÷３×２とみる。既習の除
法の計算に結びつける。
　×分数の計算の仕方を考える指導について，蒔
苗（2010）は昭和22年発行の国定教科書「算数」と
対比させ，「分数の乗法の意味や計算の仕方を考え，
説明する活動も，算数的活動の一つということは確
かであるが，本来，算数的活動として目指されるべ
きは，児童が自ら算数を考え，創り出していくよう
な活動である。最初にできあがった式を与えるので
は，完成された算数が最初に示されてしまってい
る。これは児童が創った算数ではなく，算数を知っ
ている教師から知らない児童に与えられたものであ
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る。これでは創造性という観点からは，逆行する展
開となっている」という問題点を指摘している。こ
のことは，目的意識をもった主体的活動である算数
的活動として本実践を位置づけるときの視点を与え
てくれる。
表２　授業の後半の展開
課題 授業の中心になる課題（第二の課題）
ねらい 計算の仕方の正当化
図 構造化された面積図
分数 量分数，分割分数
計算の仕方 単位分数がいくつあるかを求める計算とみる
　筆者が参観した授業は，授業の中心になる課題の
明確な提示がなされないまま進行した。このように
授業の中心になる課題が提示されないで，導入で用
いる課題だけで終末まで流れていく授業が意外に多
くある。そのような授業を改善しようという意図が
本研究の背景にある。授業の中心になる課題が提示
されないで，導入で用いる課題だけで終末まで流れ
ていく授業は，後半，しばしば方向が定まらず彷徨
うことがある。
　筆者は，すべての授業をこのような構成にすると
いうことを主張しているのではない。しかし，ここ
での事例のように，少々骨のある問題を扱うときに
は，授業の構成を従来のような単線型でなく，導入
課題からその時間の真の課題が見えてくるような複
線型の授業を構成していく必要性を訴えるものであ
る。
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Discussion on Instruction for Fraction Multiplication
“Through Active Use of Area Diagram”
Kuniaki KYOGOKU［1］　 UEKUSA- GAKUEN University, Faculty of Child Development and Education
In order to teach fraction multiplication properly, there are two key points to keep in mind. One is how to bring up 
the concept of fractions. At this point, we emphasize the importance of unit fractions as a result of operations. The other 
is to have the pupils think about how to multiply fractions by using area diagrams regarding unit fractions. The author 
found these two points not in the Course of Study or the “Explanation of the Course of Study,” but in current arithmetic 
textbooks for elementary schools approved by the Ministry of Education and Science. In examining some arithmetic 
textbooks for fifth graders, several descriptions written about the idea of unit fractions as (fractions) × (integers), 
(fractions)÷ (integers) can be found. In spite of the practices concerning the multiplication of fractions recorded thus 
far, many lessons are carried out in ignorance of the facts mentioned above, even in open class observation.
More concretely, the author points out the following steps for improving instruction in the fraction multiplication.
⑴ In order to deepen understanding of the concept of fractions, it is necessary to correlate fractions expressing
operation with those of proportion. Furthermore, as to the study of the fraction multiplication, it is effective to
clarify the view on fractions based on unit fractions.
⑵ It is necessary for pupils to understand area diagram constructionally. For that purpose, we have to instruct
pupils step by step, giving them area diagrams as a procedure toward constructing area diagrams, because it is
rather difficult for them to understand already made area diagrams. We must recognize the necessity of drawing
vertical lines for dividing areas equally, which is deeply connected with understanding the meaning of fraction
multiplication.
⑶ It is necessary for pupils to make use of their acquired knowledge and skills. For example, to understand
(fractions)× (fractions), it is important to comprehend the meaning of fractions, the usage of fractions, the
meaning of division, and the properties of proportion.
Finally, the author pointed out the importance of tasks found by pupils themselves used both as introduction tasks 
and developed tasks.
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